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瀕
州
郡
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紙
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ヰ
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ポ
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岩
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銭
鶴
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れ
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錐
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中
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旦
井
州
助
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で
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倣
採
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れ
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等
の
両
を
作

ふ
も

の

で
此
等
の
譜
面
は
節

一
間
の
綜
(
;
ス
テ
レ
オ
殻
影
問
に

示
し
て
あ
る
｡
此
越
に
興
味
あ
る
印
は
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井
の

コ
ム
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ネ

ー
シ
ョ
ン
が
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に
多
様
な
叫
で
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の
試
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の
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節

鮮
二
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一
巻
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鮮
六
統

監

四

五
六

料
に
就
い
て
第

一
未
は
掲
げ
た
横
に
二
十
二
種
を

数

へ
春
光
｡
第
二
問
は
其
の
数
例
を
示
し
カ
の
で

あ
る
が
'
伸
に
於
で
a
と
e
の
覆
す
稜
が
轡
曲
し

て
居
る
の
は
孔
が
非
常
は
指
数
の
大
き
い
偏
菱
形

二
十
四
両
鰭
は
在
っ
て
居
･Ja
t
此
れ
が
次
第
に
他

の
二
瓶
と
の
切
-l
合
弘
を
減
じ
て
行
-
馬
め
で
あ

る
0試

料
三
官
七
十
債
に
就
い
て
コ
ム
ビ
ネ
-
･b
ヨ

ン
の
同
じ
79
の
を
逮
分
け
て
'
百
分
率
を
求
め
て

見
る
と
第
二
表
の
様
で
あ
る
｡

Corpbination % Number

aのみ 0.5 2

eのみ 5.2 19

a+e 67.0 248

a十0 0.6 2

a+o+da及e両或はそのいづれか一方 を車両 とし此れ にm,n,0,a,p,D,ど,也串 を件ふ もの 0.3 1

26.5 98

100 370
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し
た
結
晶
に
澱
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透
入
集
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威
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三
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廿
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